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本
年
一
月
下
旬
、
高
市
早
苗
議
員
ら
自
民
党
の
保

守
系
議
員
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
同
党
下
村
博
文
政
調
会

長
を
訪
れ
、「
国
旗
損
壊
罪
」
新
設
の
た
め
の
刑
法
改
正
案
の

国
会
提
出
を
申
し
入
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
高
市
議
員
ら
は
こ

れ
を
う
け
、
今
後
各
党
に
呼
び
か
け
議
員
立
法
と
し
て
国
会

へ
の
共
同
提
出
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。 

「
国
旗
損
壊
罪
」
新
設
の
動
き
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な

い
。 平

成
二
十
四
年
の
民
主
党
政
権
下
に
お
い
て
、
や
は
り
高

市
議
員
ら
野
党
時
代
の
自
民
党
の
保
守
系
議
員
グ
ル
ー
プ
が

中
心
と
な
り
、「
国
旗
損
壊
罪
」
新
設
の
た
め
の
刑
法
改
正
案 

           

 

      が
国
会
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
改
正
案
は
衆
議
院
の

解
散
総
選
挙
な
ど
も
あ
り
、
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
案
と
な

っ
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

今
回
も
「
国
旗
損
壊
罪
」
の
成
立
は
、
微
妙
な
情
勢
で
あ

る
。 

 

公
明
党
も
含
め
与
党
内
に
は
「
国
旗
損
壊
罪
」
へ
の
疑
義

が
根
強
く
、
高
市
議
員
ら
が
そ
も
そ
も
改
正
案
を
国
会
提
出

に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
不
透
明
で

あ
る
。
ま
た
仮
に
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
も
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
で
審
議
に
付
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
判
然

と
し
な
い
。
前
回
同
様
、
廃
案
に
な
る
可
能
性
は
相
当
に
高 

           

       

い
。 

 

し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
国
旗
損
壊
罪
」
新

設
の
動
き
そ
の
も
の
が
大
変
危
う
く
、
ま
た
愚
か
し
い
。 

「
国
旗
損
壊
罪
」
新
設
に
き
っ
ぱ
り
と
反
対
す
る
。 

 
 

「
国
旗
損
壊
罪
」
の
内
容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

今
回
の
改
正
案
の
内
容
も
平
成
二
十
四
年
の
改
正
案
と
全

く
一
緒
で
あ
る
。 

 

高
市
議
員
は
月
刊
誌
『
正
論
』
平
成
三
十
年
十
月
号
に
お

い
て
、
刑
法
で
「
外
国
国
章
損
壊
罪
」
が
制
定
さ
れ
て
い
な 

 

１部 １０００円 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
「
国
旗
損
壊
罪
」
新
設
に
反
対
す
る
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】

児
玉
誉
士
夫
を
君
知
る
や 

児
玉
誉
士
夫
の
天
皇
論
を
読
み
解
く-

２-

（
木
川
智
）
…
４
／
花

瑛
塾
令
和
三
年
一
月
・
二
月
活
動
報
告
…
６
／
【
連
載
】
記
録
沖
縄
戦
⑪ 

軍
民
・
日
米
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研
究
会
「
棒
兵
隊
」）
…
１
２
／
【
談
話
室
】「
天
皇
陛
下
万
歳
」

と
「
天
皇
弥
栄
」
と
（
星
野
克
彦
）
…
１
７
／
【
連
載
】
葦
津
珍
彦
と
神
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

「
時
の
流
れ
」
を
読
み
解
く
１
２
（
鎌
倉
佐
助
）
…
１
８
／
編
集
後
記
…
２
０ 

神
苑
の
決
意 

 

木 

川 

智 
 

平和と独立を求める民

衆の「決意」を伝える

神道ジャーナリズム誌 

「
国
旗
損
壊
罪
」
新
設
に
反
対
す
る 


